
  

演習　地形判読Ⅰ（洪水地形）
Ⅰ．低地地形
①網状流
●阿賀野川 蛇行河川・網状流河川、人為の影響
●斐伊川 人間活動と河況（八岐大蛇とは）、網状流、

旧流路、自然堤防
②旧流路
●刈谷田川 2004災害（7月洪水、10月震災）、

後背湿地の開発、液状化と旧流路
●利根川下流域旧流路と液状化
③自然堤防と後背湿地
●利根川中流域沖積低地・後背湿地の性状
④三角州
●江戸川 埋立地、旧流路、都市化
●印旛沼 逆三角州、埋立地、液状化
⑤潟湖・湿地
●巴川（静岡） 静岡市街地の気になる河川
●沼川(富士市)潟湖の埋立、沼田
⑥海岸平野
●九十九里平野浜堤列、地形発達、地盤沈下、津波
●仙台平野 浜堤列、津波



  

問題に対応する二つの態度

●一般性（普遍性）を知り、
　あらゆる問題に対処する。

●個別性の理解を積み重ね、
　問題に対応できる経験知を
　得る。

⇒二つを組み合わせること



  

Ⅰ．阿賀野川
[観点]
・網状流河川から蛇行河川への移行
・人為の影響

[材料]
・2.5万分の1旧版地形図
・国土調査「新津」地形分類図

[参考文献]
・鈴木隆介著「建設技術者のための地形図読図入
門」第2巻低地、古今書院



  

【5万「新津」明治44年測量】

網状流河川の判読

網状流
⇒礫床河川、河道変化が著し
い、河岸線に微少な出入り
⇒寄州、中州の植生・・・形成
時期

網状流から蛇行河川への移行
・古川合流点を境●

蛇行河川
・中州のない単一流路
⇒砂床河川

連続堤の不在
・自然河川に近い状態
⇒かつての阿賀野川を想像し
てみよう

●

網
状
流

蛇
行
河
川

file:///C:/Users/kondohfaculty.chiba-/Documents/%E5%AD%A6%E5%8B%99/%E8%AC%9B%E7%BE%A9/%E9%98%B2%E7%81%BD%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%AD%E3%83%BC2017/%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%83%E3%83%97%EF%BC%92/S2-1-2%E5%9C%B0%E5%BD%A2%E5%88%A4%E8%AA%AD%E2%85%A0%E6%BC%94%E7%BF%92(%E6%B4%AA%E6%B0%B4%E5%9C%B0%E5%BD%A2%EF%BC%89/images/%E9%98%BF%E8%B3%80%E9%87%8E%E5%B7%9D1911.jpg
file:///C:/Program%20Files%20(x86)/Google/Google%20Earth/client/googleearth.exe


  

【5万「新津」昭和28年応修】

連続堤の設置
・明治36年河川法

捷水路の建設
・蛇行河川の短縮

網状流下流端の移動
・中州の数の減少、面積大
⇒林地の消滅、草地、普通畑

天井川化
⇒河道の固定、
　　網状流末端の延長

[図式]上福岡と東町の間の
水田マークに注目

捷水路
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【5万「新津」昭和55年】

護岸工の設置
取水堰の建設
⇒中州減少、河道の直線化
　⇒河床の低下

さらに河床低下
⇒上流ダム群の建設
⇒取水堰の建設

○どのくらい低下したか

●時代ごとに
　河相は変遷
●河道も変遷取水堰

file:///C:/Users/kondohfaculty.chiba-/Documents/%E5%AD%A6%E5%8B%99/%E8%AC%9B%E7%BE%A9/%E9%98%B2%E7%81%BD%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%AD%E3%83%BC2017/%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%83%E3%83%97%EF%BC%92/S2-1-2%E5%9C%B0%E5%BD%A2%E5%88%A4%E8%AA%AD%E2%85%A0%E6%BC%94%E7%BF%92(%E6%B4%AA%E6%B0%B4%E5%9C%B0%E5%BD%A2%EF%BC%89/images/%E9%98%BF%E8%B3%80%E9%87%8E%E5%B7%9D1980.jpg
file:///C:/Program%20Files%20(x86)/Google/Google%20Earth/client/googleearth.exe


  

2万5千分の１地形図「新津」明治44年、昭
和6年、昭和60年を用意しました。

【判読してみよう】

●河道形状・・・網状流、蛇行流

●河川地形の判読

●微地形、土地利用から地盤の性状を判読し
てみよう

●地形分類図の凡例を確認してみよう。



  

左：阿賀野川網状流路の読図

下：2.5万図による読図の結果
１：沼沢跡地（水田の図式）
２：泥質低地
３：砂質低地（自然堤防など）
４：人工堤防
５：等高線

地形図と比較してみよう

file:///C:/Users/kondohfaculty.chiba-/Documents/%E5%AD%A6%E5%8B%99/%E8%AC%9B%E7%BE%A9/%E9%98%B2%E7%81%BD%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%AD%E3%83%BC2017/%E9%98%B2%E7%81%BD%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%AD%E3%83%BC%E5%88%A4%E8%AA%AD%E7%94%A8%E7%94%BB%E5%83%8F/2%E6%B0%B4%E5%AE%B3%E5%9C%B0%E5%BD%A2/01%E9%98%BF%E8%B3%80%E9%87%8E%E5%B7%9D/%E5%9C%B0%E5%BD%A2%E5%88%86%E9%A1%9E%E5%9B%B3/%E6%96%B0%E6%B4%A5.jpg


  

Ⅱ．斐伊川
[観点]
・網状流
・人間活動と河況、旧流路、自然堤防

[材料]
・2.5万旧版地形図
・国土調査「恵曇・今市」地形分類図



  

おろちのウロコ
　・網状流
　・礫を運ぶ
八岐
　・河道の変遷
　・流送土砂量が多く河床上昇しやすい
・いくつもの峰や谷をまたぐ
　・土石流
・腹は血に染まっている、尾の中に太刀
　・上流で製鉄⇒たたら



  

鉄穴流し
比重選鉱により砂
鉄を得る

近世のたたら跡地
森林伐採、鉄穴流
しにより大量の土砂
が生産され、河口に
おいて平野が生み
出されたhttp://www.mlit.go.jp/river/basic_info/jigyo_keikaku/gaiyo

u/seibi/index.html



  

地形図を判読してみよう

5万分の１「今市」　明治35年、昭和30年発行

2万5千分の1地形図

新川は1831年(天保2)年、松江藩に
より開削。その後、天井川とな
り、1939(昭和14)年廃川

地形図には斐伊川が変遷を繰り返した結果が記録されている



  

国土調査地形分類図
「恵曇・今市」

　　　■三角州
　　　■河原
　　　■扇状地
　　　　・自然堤防



  

Ⅲ．刈谷田川
[観点]　
・2004年災害（7月洪水、10月震災）、後背湿地の開発、
　　液状化と旧流路

[材料]
・旧版地形図　かつての河川の様子 
 　　　　　　　　　過去の土地利用
・地形分類図　土地利用との対応
・空中写真　　　旧河道の判読
・衛星画像　　　近年の後背湿地の開発



  

5万分の１地形図「見附」明治45年

2万5千分の１地形図「見附」、「三条」

　⇒明治45年、昭和62年を比較してみよう。



  

5万分の１地形図「見附」明治45年

2万5千分の１地形図「見附」、「三条」

　⇒明治45年、昭和62年を比較してみよう。



  

地形判読の観点

●後背湿地、自然堤防の判読

●旧河道の判読

●土地利用の判読



  

地形分類図で地形を確認しよう。



  

沖積低地の開発：ランドサット画像（1990年と2000年）



  

空中写真の判読

①旧中之島町市街地周辺で自然堤防、旧
河道、後背湿地を判別してみよう。

　・C12　旧中之島町の市街地
　・旧版地形図で確認

②見附市街地周辺で旧河道を探そう。

　・C15　見附市街地
　・明治と昭和の地形図で確認

●なぜ、旧河道が大事か？



  

空中写真（航空写真）の見方を学ぼう



  若松ほか(2006):2004年新潟中越地震による液状化現象と液状化発生地点の地形・地盤特性、土木
学会論文集C、62(2)、263-276.

旧河道と液状化



  



  



  

様々な事例を集めて、自分の知識ベースに入れよう。

例：東京湾岸の液状化

　・沖積層の厚いかつての澪筋では液状化の被害地点
　　が多かった。

例：千葉県我孫子市の液状化



  

Ⅳ．利根川下流域

[観点]
・利根川の改修、旧流路の存在、湖沼の埋め立て、液状化

[材料]
・旧版地形図
・国土調査「佐原・潮来」、「竜ヶ崎」地形分類図(千葉)
・国土調査「佐原」、「潮来」（茨城）



  

国土調査地形分類図

旧版地形図



  

旧版地形図（2万五千分の1）

「佐原西部」　　迅速測図集成図、昭和6年、昭和61年
「佐原東部」　　迅速測図集成図、昭和44年、昭和59年
「下総滑川」　　迅速測図集成図、　
「竜ヶ崎」　　　　迅速測図集成図、明治36年、昭和19年

●河川改修の歴史を読み取ろう。

●香取市、神埼町（佐原西部・佐原東部）ゆれやすさ
　マップ、液状化しやすさマップと比較してみよう。

●竜ヶ崎周辺

・低地の地形分類図（後背湿地、旧河道、自然堤防など）
　を作成してみよう。
・旧版地形図に記載された土地利用にヒントあり。
・洪水が作った地形「押堀（おっぽり）」　
　中沼は明治43年の洪水で形成

http://www.bousai.pref.chiba.lg.jp/portal/


  

資料DVDの画像を使ってください



  
（石井素介(2007)：「国土保全の思想」古今書院、342p.）



  

新利根川の歴史

●利根川東遷により、現在の利根川下流域（千葉県、茨城県）は洪水常習地域
となった

●そのため、江戸時代寛文年間に利根川の流路を付け替えた。竣工は1666年
（寛文6年）であるが、流路が直線、水深が浅いため、流速が速く、水運にも
使えず、流域が水害を被るようになったため、僅か3年後の1669年（寛文9
年）に廃川となった。



  

Ⅴ．利根川中流域

[観点]
・沖積低地、後背湿地の性状

[材料]
・国土調査「古河」、「鴻巣」地形分類図
・旧版地形図



  

「地域の科学－水と地域のかかわり合い－」山田安彦編著　第6章より
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水塚、水屋



  

荒川流域における水塚（みずか）・囲堤（かこいづつみ）の分布
「地域の科学－水と地域のかかわり合い－」山田安彦編著　第6章より

（千葉県立関宿博物館）



  



  



  

国土交通省提供の空中写真(1976年）

最新のものが必要なければ、高空間解像度の空中写真はWEBから入手可能



  
（石井素介(2007)：「国土保全の思想」古今書院、342p.）



  

Ⅵ．江戸川
[観点]
・埋立地、旧流路、都市化、液状化

[材料]
・2万5千分の１旧版地形図（大正、昭和、現在）
・国土調査「東京・東北部」「南東部」地形分類図
・大矢雅彦「葛飾区周辺地形分類図」
・久保純子「東京低地水域環境地形分類図」

都市化されて見えなくなった東京下町低地の地形を再認
識しよう！



  

国土調査成果図表地
形分類図　左：東京
都、右：千葉県

干拓地
埋立地

三角州（青）
自然堤防(黄)

人工地形
(埋立地)

砂州

三角州



  

2万5千分の1地形図大正～昭和

ゆれやすさ、液
状化しやすさ
マップと比較し
てみよう



  

東京低地水域環境地形分類図

大矢雅彦ほか、「地形分類図の読み方・作り
方」、古今書院、1998.
久保純子、東京低地水域環境地形分類図

ビルに埋め尽くされた都会の
下には、もとの地形が隠され
ており、災害時にはその性質
を露わにする



  

Ⅶ．印旛沼
[観点]
・逆三角州
・埋め立てによる農地開発
・東日本大震災による堤防の損傷、液状化

[材料]
・旧版地形図
・国土調査「成田」、「佐倉」地形分類図



  



  



  
http://www.ktr.mlit.go.jp/tonedamu/tonedamu00061.html



  

http://www2.chiba-muse.or.jp/index.php?
page_id=279

千葉県中央博
大利根分館



  



  



  

Ⅷ．巴川

[観点]
・地元静岡の気になる地形
・昭和49年7月7日～8日　七夕豪雨

[材料]
・旧版地形図
・国土調査
・静清地区水害地形分類図（故大矢雅彦先生）
　土地勘のある場所で判読をやってみよう！



  



  

Ⅸ．九十九里浜

[観点]
・浜堤列、津波、地盤沈下

[材料]
・旧版地形図
・国土調査「茂原」地形分類図
・



  

九十九里浜の侵食
●九十九里浜は長さ
５０ｋｍにわたって続く
砂浜？のはずでした

●しかし、現在では
ヘッドランドによって砂
浜の連続性は断ち切
られています



  



  



  

房総半島の元禄津波碑

千葉県の海岸沿いには元禄津波供養碑が
たくさんあります

file:///C:/Users/kondohfaculty.chiba-/Documents/%E5%AD%A6%E5%8B%99/%E8%AC%9B%E7%BE%A9/%E9%98%B2%E7%81%BD%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%AD%E3%83%BC2017/%E7%81%BD%E5%AE%B3%E3%82%92%E7%9F%A5%E3%82%8B/1%E5%9C%B0%E9%9C%87%E3%83%BB%E6%B4%A5%E6%B3%A2/images/%E6%B4%A5%E6%B3%A2/rireki_chiba.ecw


  

地元の郷土史家、伊藤さんによる災害研究



  

南白亀流域では、元禄地震の津波
が川を遡上し、内陸まで津波が入
り込んだ。

この地域は現在．．．

千葉県災害履歴図を見てみましょう

file:///C:/Users/kondohfaculty.chiba-/Documents/%E5%AD%A6%E5%8B%99/%E8%AC%9B%E7%BE%A9/%E9%98%B2%E7%81%BD%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%AD%E3%83%BC2017/%E7%81%BD%E5%AE%B3%E3%82%92%E7%9F%A5%E3%82%8B/1%E5%9C%B0%E9%9C%87%E3%83%BB%E6%B4%A5%E6%B3%A2/images/%E6%B4%A5%E6%B3%A2/rireki_chiba.ecw


  

地盤沈下と水害

・浜堤列間低地

・地盤沈下

複合的な要因により、水害
に対する脆弱性が高まる

file:///C:/work/%E9%98%B2%E7%81%BD%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%AD%E3%83%BC%E5%88%A4%E8%AA%AD%E7%94%A8%E7%94%BB%E5%83%8F/2%E6%B0%B4%E5%AE%B3%E5%9C%B0%E5%BD%A2/10%E4%B9%9D%E5%8D%81%E4%B9%9D%E9%87%8C%E5%B9%B3%E9%87%8E/%E9%98%B2%E7%81%BD%E3%83%9E%E3%83%83%E3%83%97/%E8%8C%82%E5%8E%9F%E5%B8%82%E9%98%B2%E7%81%BD%E3%83%9E%E3%83%83%E3%83%97.jpg


  

Ⅹ．仙台平野

[観点]
・海岸平野、津波浸水範囲

[材料]
・地形図
・国土調査「岩沼」地形分類図
・日本地理学会津波浸水域マップ「仙台空港」
・国土地理院空中写真（3月11日仙台空港北西方向）
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